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ｼ ェ゙ッグー平等か
公会が謬指す3つの

控

可 能 饉 の 追 求

社会の規範 や垣掴 こよって、

自身の可能性を

あきらめなくてもよい。

自分らしさの解放

豊かな

社会

共生と権利保障
－Å－Åの権利が保障され、

多種なÅたちヵ供生する方策

を生み出せる。

萩原なつ子 位 教大学名誉教授）

社会が作り出した　r

女／男らしさj に

とらわれず生きられる。
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身俘的性の平等というごとではな< 、社

会的な立場における平等を意味する。

・ 男性と女性が等しく権利と機
会 を 享 受 し

、
責 任 を 分 か ち 合 い 、
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意思決定にも対等に参画できる

・個人が性別・性的志向・性自
認を理由に直接的・間接的に差
別されない状態
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遠路､ 職業 選択、採 用、犀迫
などに影 鸞‘｡､…………゙ ;:jF価 や

判 断 に 際 して 負 の
影

・ 合 理 的 根 拠 を持 た な い 。

ぐステレオタイプl〉

社会で浸透している考え方やイメージ・

固定観念や紋切り型の考えで偏見につながる。

ぐダブルスタンダード〉

性別、Å種、国、宗教､ 学歴、職業などで排除

?ヽ 例:女性に対する評価の判断基準が男性とは　

異なる 基準で使用される。

ぐマイクロアグレッション〉 意図と効果

無意識の差別的な言動

言葉や行動に、自分と異なる人 集団に対する
偏 見 や 無 理

＿　。－ 。。－。、
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解 、差 別 心 が 含 ま れ て い る
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女共同参画学協会連絡 会善 （2017 ）･1
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地域社会に潜むバイアスの3つの
形態

ステレオタイプ

社会で浸透している固定観

忿や或切ｸ 型のイメージ。

メカニズム

集団のイメージを

伍λに笞てはめることによる

偏見の画定化

ダプルズタンダ‾ド

性別などの属性によって、

評価の判断基準が異なるこ

と。

メカニズム

男性と女性で

男性と女性で異なる評価軸を

荊還昌こ適用する構造的排除

マイクロアグレツション

見えにくく気づきにくい、

日常的な無理解や差別的な

言動。

一 一 一

４． 〃 － ／‘ゝ
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「そんなつもりはない」

という意図と、相手への

ダメージ（効果）のズレ

ぐ ｀･･.r'ご以 χ ぺL.i，
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誰で乱 あるある!思い込み

W㎜･¶､¶･･　-=-=UII■J　-･===価 値 親 を 決 め つ け る 言 葉 普 通
、
た い て い 、だ い た い 、

常 識 で は

甜力を決めっける言葉

解釈を押し付ける言葉

理想を押し付ける言葉

できるわけがな
Ｌ
Ｖ≒どうせ無理、ダ

メ､‥ のくせに

そんなはずがない、そうにちがいない

こうあるべきだ､こうでないとダメ、
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日本国憲法　饌ヱ亦条

１。婚姻は、両性の合
意のみに基づいて

成立 し
｀

夫婦が同等の権利を有することを基奄とし
てヽ

相互の協力により、維持されなければならない。

２。配偶者の選択、財産権、相続、住居の選定、

離婚並びに婚姻及び家族に関するその他の事項

に関してば、法律は、個人の尊厳と両性の本 質
的平等に立脚し てヽ 制定されなければな らな び。
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日本国憲法 第念冷条

･婚姻制度についての特別な規定

･戦前：「家」制度のもと、婚姻は当事者

の合意のみでは成立せず、戸主の同
意が

必要

･２４条第１項

「家」制度からの決別を宣言
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三淵嘉子さんの富葉

・/
″憲 法 で 男 女

平 等 と い う

私 の 一 生 の
中 で 一 番 素

晴　

‘　　　　　　－　』●　　Ｓ　　　ゝ

う･

皿Ｌ_　

ゝ
り

とを知ったのが、

しい瞬間でした。
lil;４ ｙ ／　　　. ･･.-- l　　’-　　　　--一一---

い ま の 若 い
方 に は 分 か ら な い

で し

当 に 平 等 で は な か っ た の ．
だ か ら

＿
というのは、 日本 の社 会 を新 し

社会にした大 きな力 だ と思 い ま

い
す

よ
本

う

当
が、本
に憲法

人間らしい
」

(ラジオ第びあの絆りたしはj1981 年5 月放送より抜粋 ）
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衷ﾉ//房枝さルと す人参政
権

・ 東
ス 辺 宮 稔 彦 王

茸 紹C 第4　　

●　　－　　　　●　1. ♂9　｡Ｓ.ムj。
狸ゴ 仇ノ雪江皆皆東ス辺宮稔彦王百帑(j 弓４ 、二)1'Ｖy　Ｃ.μX./･Z・－１　　　

、

参政績を与えられる前に、
日本政府から先 に、

婦 人 参 政 権

ｔｆ ぶｙ言ってくださ内 と依頼。
実現せ ず／'/-･i'定 す る と 言 っ て く だ さ し

・幣原喜重郎が内閣総理大臣

初房請て貿Å参政権の実現

に就任後、内務大臣の堀切善次郎が

を提案

・幣原内閣は「20歳以上の国民に男女の別なく選挙権を与える」

ことを閣議決定。翌日日、逓合国軍最高司令官のダグラス・
マッカーサーは幣原に対し、口頭で、婦人参政権の付与を含 む
こ五大改革指教/ を命ず。
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回 診 ず ﾌﾞ
ま
縦人の資格】　　　　　　

」

●I　　　　
両議院の議員及びその選

挙人 の 資　　 丿

格ば、法律でこれ を定 め る．　 但

し、人種、信条、性別、 社 会 的 身

分、 門地、教 育、財 産 又 は 収 入 に

ﾉ･
よって差別し てはな らな い

Ｏ
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